
第9回国際臨床医学会学術集会 日本国際看護師シンポジウム

その人らしいエンド・オブ・ライフケア
～スピリチュアルケアを中心に考える看護～

異国の地、日本で終末期を迎えることになった外国人患者とその家族に焦点をあ
て、その人らしいEnd of Lifeについて考えるシンポジウムです。
「国際」というキーワードを多様性の一つとして位置づけ、外国人患者・家族を
ケアするときに、ことばや宗教観だけに捉われず「その人らしさ」を中心に据え
たケア実践について討論します。

日時：2024年11月23日（土・祝）9:30～11:00

場所：大阪大学中之島センター
〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島4丁目3-53

後援：公益社団法人 日本WHO協会 公益社団法人 大阪府看護協会
地方独立行政法人 りんくう総合医療センター

参加費：学術集会への参加費が必要です。他のプログラムも参加可能
        学会員（医師以外）:5000円 非会員:(医師以外):6000円

第９回国際臨床医学会学術集会公式Webサイトはこちら

第1部 基調講演「その人らしいエンド・オブ・ライフケア」

大阪歯科大学看護学研究科設置準備室 がん専門看護師

田村恵子先生
第２部 パネルディスカッション
「看取りの場面から考える外国人のエンド・オブ・ライフ」

クリティカル領域

西山陽子先生
在宅領域

周産期領域

許 由希先生

りんくう総合医療センター集中ケア認定看護師

訪問看護ステーションナース栄光 所長

大阪府済生会中津病院 産婦人科病棟師長

西本好栄先生
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